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一
般
質
問
に
６
人
が
登
壇

一
般
質
問
に
６
人
が
登
壇

議
員
本
人
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

議
員
本
人
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

石川康弘 議員

石
川
議
員

　

道
央
圏
連
絡
道
路
中
樹
林
道

路
は
、
供
用
開
始
に
向
け
現
在

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
沿
線
住
民
が
心
配
し
て
い

る
の
は
通
行
ル
ー
ト
変
更
に
よ

る
交
通
事
故
と
渋
滞
の
問
題
で

す
。
特
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
大

量
に
15
線
道
路
を
通
過
す
る
こ

と
で
、
と
て
も
混
み
合
う
可
能

性
が
あ
り
周
辺
道
路
が
混
雑
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
為
に
は
車
の
流
れ
を
妨
げ
る

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
右
折

レ
ー
ン
の
設
置
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
信
号
機
の
設

置
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

長
沼
南
幌
道
路
の
開
通
ま
で

に
は
、
ま
だ
相
当
の
年
数
が
掛

か
る
の
で
、
そ
の
間
の
交
通
対

策
が
必
要
で
あ
り
今
か
ら
準
備

す
る
べ
き
と
思
い
伺
い
ま
す
。

町　

長
中
樹
林
道
路
の
開
通
に
よ
り

本
町
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
向

上
し
、
交
通
や
人
の
流
れ
が
大

き
く
変
わ
り
、
本
町
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

交
通
対
策
に
つ
い
て
は
、
町

民
に
対
し
て
供
用
開
始
に
向
け

た
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も

に
、
栗
山
警
察
署
と
連
携
し
た

交
通
安
全
啓
発
運
動
や
通
学
路

の
安
全
確
保
を
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

12
号
道
路
は
、
15
線
か
ら
19

線
界
橋
ま
で
令
和
５
年
度
か
ら

２
カ
年
で
車
道
路
肩
拡
幅
工
事

を
行
い
、
軟
弱
地
盤
対
策
や
道

幅
を
全
体
で
２
・
５
ｍ
拡
幅
を

す
る
予
定
で
す
。　

15
線
道
路
は
設
計
段
階
で
、

南
幌
ラ
ン
プ
降
り
口
の
信
号
機

設
置
を
要
望
し
て
い
ま
し
た

が
、
北
海
道
開
発
建
設
部
と
道

警
の
協
議
に
よ
り
、
現
在
の
交

通
量
を
踏
ま
え
る
と
信
号
機
の

設
置
に
は
至
ら
ず
一
時
停
止
交

差
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
右
折

レ
ー
ン
の
設
置
は
引
き
続
き
要

請
し
て
参
り
ま
す
。

一般質問

Ｑ 道央圏道路開通に向け交通対策を

Ａ 警察署と連携して行っていく

　まちづくり特別委員会は、南幌町の現状と今後のあり方につ

いての総合的な調査研究に かかわる事務を目的として、令和元

年 6 月 13 日に設置され、令和 5 年年 4 月 26 日までの任期中 45

回委員会が開催され、議会基本条例の制定、町民による議会評

価提言者制度の導入など、開かれた議会を目標に協議をしてま

いりました。

　まちづくり特別委員会では、南幌町が地域力を試される時代にあることを認識し、わが国の人口

減少や少子高齢化社会をいかに乗り越えていけるかが課題と捉えているが、幸い南幌町では、子育

て世代への住宅建築費助成事業等の施策により人口の減少は止まり、若干ではあるが、人口の前年

比では増加傾向が見られている。今後も、地方創生の実現に向けた産官民連携の必要性とその方向

性を示し、「住んで良かった」と実感できる町づくりのため、今後においても議会で議論を重ねなけ

ればなりません。

　町議会は、常に町民との対話を通じ、より良い町づくりに取り組んでまいります。

まちづくり特別委員会のまとめまちづくり特別委員会のまとめ
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西
股
議
員

本
町
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

に
つ
い
て
執
行
方
針
で
は
、

国
の
※
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
踏
ま

え
、
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

南
幌
町
に
お
い
て
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
推
進
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
行
政
情
報
の

提
供
、
町
民
や
企
業
等
と
自
治

体
間
の
手
続
き
の
電
子
化
、
※

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
等
へ
の
取
組
を
具
体
的
な
も

の
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

①
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
べ

く
、
担
当
部
署
の
設
置
の
考
え

は
。

町　

長　

①
「
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
・
共
通
化
」
に
向
け
、

総
務
課
が
担
当
し
、
シ
ス
テ
ム

事
業
者
や
各
担
当
課
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
専
門

部
署
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

西
股
議
員

②
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
、
国
で
は

外
部
か
ら
の
人
材
登
用
も
視
野

に
入
れ
る
旨
の
案
が
出
さ
れ
て

い
る
が
、
町
と
し
て
の
考
え

は
。

町　

長

　

今
後
に
お
い
て
は
、
庁
舎
内

に
検
討
会
議
を
設
置
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
な
ど
町
民
の
利
便
性

の
向
上
に
向
け
調
査
・
研
究
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
デ
ジ
タ

ル
推
進
専
門
部
署
の
設
置
や
外

部
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す

西
股
議
員

③
行
政
手
続
き
を
簡
素
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
現
在
、
デ

ジ
タ
ル
機
器
を
所
有
し
な
い

方
、
独
居
高
齢
者
及
び
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
が
操
作
で
き
な
い

方
々
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

町　

長
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
利
便
性

向
上
の
啓
発
を
行
い
、
デ
ジ
タ

Ａ 必要に応じ専門部署の設置等を検討
西股裕司 議員

Ｑ 行政デジタル化への対応は

ル
機
器
の
使
用
を
促
す
と
と
も

に
、
機
器
の
操
作
や
活
用
に
不

安
が
あ
る
高
齢
者
等
に
対
し
て

は
、
国
の
地
域
連
携
型
デ
ジ
タ

ル
活
用
支
援
推
進
事
業
を
活
用

し
た
、
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
な

ど
、
不
安
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
→
デ

ジ
タ
ル
技
術
で
社
会
や
生
活
の

形
を
変
え
る
こ
と
。

※
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
→

複
数
の
場
所
や
担
当
に
分
散
し

て
い
た
関
連
す
る
手
続
き
な
ど

を
一
ヵ
所
で
ま
と
め
て
提
供
す

る
よ
う
に
し
た
も
の
。

　かねてより赤字経営（一般会計繰入率が高

い）が続く町立病院を、いかにして改善すべ

きかを議会では長年に渡り何度も協議してき

ました。町は外部から経営診断を受け何度も経営改善に取り組んできまし

たが、なかなか成果として現れるには至りませんでした。そこで町は平成

29 年から「病院改革プラン」を策定し、病院機能の見直しや病院経営の改

革に総合的に取り組むとしたのですが、議会では 4 半期ごとに病院経営状

況の報告を求め、意見を述べることにしました。

　町立病院は、地域医療構想を踏まえ療養病床の転換や病床数の削減、町

保健福祉課と連携した包括ケアシステムで在宅医療を実施、診療科を「総

合内科」とし電子カルテの導入をしました。これにより、ここ数年は前年

以上に患者も増え経営は改善されてきていますが、新型コロナが収束して

からの経営がどうなるかはまだ判りません。

あの質問どうなった！？
あの質問どうなった！？

　～町立病院経営について～

Follow
-up

Follow
-up

～追跡調査～
～追跡調査～
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Ｑ 持続可能な行政運営による
信頼づくりとは

Ａ 協働のまちづくりに
取り組んでいきます

熊
木
議
員

執
行
方
針
で
掲
げ
ら
れ
て
い

る
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
い
う
の
か
。「
地
域
担
当
職

員
制
度
」
や
「
職
員
出
前
講
座
」

は
今
ま
で
も
実
施
し
て
い
る
。

行
政
懇
談
会
に
つ
い
て
は
開
催

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
町
民
の
声
を
聞
く

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。
町

長
が
率
先
し
て
町
の
未
来
を
語

る
こ
と
の
で
き
る
場
、
町
民
の

声
に
寄
り
添
い
ま
ち
づ
く
り
を

語
る
こ
と
の
で
き
る
場
の
創
設

が
必
要
と
思
う
が
考
え
を
伺
い

ま
す
。

町　

長

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
町
民
と
行
政
が
協
力
し
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
「
職
員
出
前
講
座
」
に

つ
い
て
は
講
座
メ
ニ
ュ
ー
の
見

直
し
を
図
っ
て
い
ま
す
。
行
政

懇
談
会
は
令
和
５
年
度
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
み

な
さ
ま
と
の
対
話
の
場
で
あ
る

「
故
郷
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
な
ど
様
々
な
機
会
を
通
し

て
町
民
の
声
を
聞
き
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

熊
木
議
員

　

良
好
な
住
環
境
を
保
つ
こ
と

を
目
的
と
し
て
平
成
27
年
度
か

ら
実
施
し
、
助
成
金
交
付
件
数

は
２
８
１
件
、
工
事
費
は
総
額

４
億
３
５
９
万
円
、
助
成
金
は

６
１
３
６
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
町
内
の
登
録
事
業
者
の
事

業
継
続
、
後
継
者
育
成
の
場
と

し
て
も
、
町
の
活
性
化
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
費
の
20
％
が
限
度
額
で

助
成
金
上
限
が
30
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
建
設
資
材
の
高
騰

に
よ
り
工
事
費
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
と
思
う
が
上
限
額
の
引
き

上
げ
は
し
な
い
の
か
。

　

以
前
の
よ
う
に
補
正
予
算
に

よ
り
対
応
し
、
一
人
で
も
多
く

の
町
民
の
要
望
に
答
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
町
内
の
事
業
者
が
安

心
し
て
町
内
で
事
業
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
補
助
金
額
の
拡
充
の

考
え
は
。

町　

長

　

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
」
「
中
古
住
宅
購
入
助
成
事

業
」
「
空
き
家
解
体
助
成
事
業
」

の
３
本
の
事
業
を
本
町
の
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
一
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
別
交
付
税
な
ど
の
財
源
措
置

が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
補
正

予
算
対
応
を
や
め
、
当
初
予
算

の
範
囲
内
で
事
業
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
増
額
計
上
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
正
予
算

に
よ
る
増
額
を
行
う
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の

拡
充
に
つ
い
て

Ｑ Ａ 

補
正
予
算
に
よ
る
増
額
は
行
わ
な
い

一般質問

熊木惠子 議員

昭和 56 年水害の様子

さわやかカレッジ　スマホ教室の様子
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Ｑ 健康マイレージと
ウォーキングマップの導入は

Ａ 健康増進に取り組む

佐
藤
議
員

　

南
幌
町
は
現
在
、
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
い
、
成
人
保
健
対
策
を
推
進

し
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
後

押
し
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
健

康
促
進
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
、
継
続
的

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
普

段
、
忙
し
く
て
自
分
の
体
を
気

遣
え
な
い
方
、
健
康
に
関
心
が

薄
い
方
な
ど
は
、
潜
在
的
に
リ

ス
ク
が
高
く
、
病
気
の
早
期
発

見
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
ま
た
、

一
度
は
検
診
や
健
康
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
も
継
続
し
て
参
加

す
る
こ
と
が
苦
手
と
感
じ
る
方

が
多
く
い
ま
す
。

 

そ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
「
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
制
度
」
を
導
入
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
ま
す
。
「
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
制
度
」
と
は
、
健
康

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
健

康
診
断
を
受
け
た
り
す
る
こ
と

で
、
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
り
、

一
定
の
ポ
イ
ン
ト
が
溜
ま
る
と

地
元
商
店
の
割
引
券
や
物
産
品

と
交
換
で
き
る
制
度
で
す
。
楽

し
み
な
が
ら
健
康
増
進
に
取
り

組
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
長

期
的
な
医
療
費
の
削
減
と
地
域

活
性
化
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
さ

ら
に
拡
大
し
た
こ
の
「
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
制
度
」
の
導
入
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
に
伺

い
ま
す
。

 

ま
た
、
誰
も
が
参
加
し
や
す

い
健
康
促
進
の
取
り
組
み
と
し

て
、
歩
く
こ
と
で
健
康
を
考
え

る
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
町

内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作

成
し
た
り
、
目
標
歩
数
や
コ
ー

ス
設
定
す
る
な
ど
、
歩
き
た
く

な
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

考
え
も
あ
わ
せ
て
伺
い
ま
す
。

町　

長

 

本
町
で
は
、
現
在
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
を
対
象
と
し
た

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
実

施
し
て
お
り
、
健
康
づ
く
り
へ

の
動
機
付
け
を
促
進
し
、
健
康

に
配
慮
し
た
生
活
習
慣
を
身
に

付
け
る
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
対
象
を
成
人
期
以
降

の
全
町
民
へ
の
拡
充
と
、
対
象

事
業
メ
ニ
ュ
ー
や
交
換
で
き
る

特
典
ポ
イ
ン
ト
の
見
直
し
な

ど
、
先
進
事
例
を
参
考
に
「
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
」
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
幅

広
い
年
齢
の
方
が
手
軽
に
取
り

組
め
る
運
動
で
あ
り
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
だ
け
で
な
く
介
護

予
防
に
も
効
果
的
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
遊
歩
道
な
ど
を
活
用
し

た
コ
ー
ス
の
設
定
や
マ
ッ
プ
の

作
製
な
ど
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

通
し
た
町
民
の
健
康
増
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

佐藤妙子 議員

一般質問
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内田惠子 議員

Ｑ ＳＤＧｓ未来都市選定への応募考えは

Ａ 現時点での応募は難しいと考えます

内
田
議
員

　

２
０
３
０
年
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
の
達
成
の
期
限
を
迎
え
ま

す
が
、
そ
こ
か
ら
先
も
地
球
と

共
存
で
き
る
よ
う
行
動
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
活
動
の
中
心
と
な
る
子
ど
も

た
ち
を
行
政
や
地
域
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
で
育
む
こ
と
が
大

切
と
考
え
ま
す
。
子
ど
も
室
内

遊
戯
施
設「
は
れ
っ
ぱ
」の
オ
ー

プ
ン
も
間
近
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
遊
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
未

来
に
伝
え
た
い
こ
と
な
ど
、
町

が
子
供
た
ち
と
一
緒
に
考
え
、

進
め
る
施
設
で
あ
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
宣
言
、
更
に
令
和
６
年

度
よ
り
東
町
に
お
い
て
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
モ
デ
ル
団
地
の
展
開

は
、
国
や
北
海
道
、
企
業
、
町

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
１
７
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を

達
成
し
よ
う
に
当
て
は
ま
り
、

連
携
に
よ
り
新
た
な
情
報
も
得

ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
３
点
伺
い
ま
す
。

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

選
定
事
業
へ
の
応
募
の
考
え

は
。

町　

長

①
現
時
点
で
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
」
へ
の
応
募
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。
当
面
は
、
「
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に

基
づ
き
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

内
田
議
員

②
町
と
子
供
た
ち
が
一
緒
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考
え
学
べ
る

場
が
必
要
と
思
う
が
そ
の
考
え

は
。

町　

長

②
子
供
室
内
遊
戯
施
設
「
は

れ
っ
ぱ
」
に
お
け
る
、
子
ど
も

た
ち
を
対
象
と
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
学
べ
る
場
の
提
供
を

検
討
し
ま
す
。

内
田
議
員

③
地
域
住
民
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
施
設
周
辺
の
環
境
、

ゴ
ミ
対
策
は
。

町　

長

③
啓
発
及
び
指
定
管
理
者
と
の

連
携
促
進
を
図
り
ま
す
。

本年度改修する中央公園大型滑り台

一般質問

１
月
26
日

○
町
立
病
院
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

○
建
築
条
例
、
立
地
適
正
化
計
画
に

つ
い
て

○
準
工
業
用
地
整
備
計
画
に
つ
い
て

○
中
央
公
園
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

○
南
幌
温
泉
改
修
等
に
つ
い
て

○
移
住
体
験
住
宅
に
つ
い
て

２
月
22
日

○
町
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
に
つ

い
て

○
特
定
都
市
河
川
に
つ
い
て

○
第
４
次
南
幌
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
に
つ
い
て

○
子
育
て
世
代
建
築
費
助
成
事
業
に

つ
い
て

○
路
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

○
子
ど
も
室
内
遊
戯
施
設
に
つ
い
て

○
第
３
次
行
財
政
改
革
実
行
計
画
に

つ
い
て

○
財
政
推
計
に
つ
い
て

○
第
５
次
定
員
適
正
化
計
画
に
つ
い

て３
月
24
日

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
に
つ
い
て

○
住
民
票
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

◆
総
務
常
任
委
員
会

１
月
26
日

〇
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
状
況
に
つ
い

て３
月
16
日

〇
議
会
報
告
懇
談
会
の
ま
と
め

◆
産
業
経
済
常
任
委
員
会

１
月
26
日

〇
２
月
開
催
の
議
会
報
告
懇
談
会
に

つ
い
て

３
月
16
日

〇
議
会
報
告
懇
談
会
の
ま
と
め

◆
議
会
運
営
委
員
会

２
月
28
日

〇
定
例
会
の
運
営
に
つ
い
て

３
月
３
日

〇
議
会
評
価
提
言
者
会
議

◆
南
幌
町
議
会
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

員
会

１
月
26
日

○
議
会
報
告
懇
談
会
に
つ
い
て

２
月
２
日

○
南
幌
町
議
会
報
告
懇
談
会
に
つ
い

て〇
南
幌
町
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

２
月
13
日

○
南
幌
町
議
会
報
告
懇
談
会
に
つ
い

て〇
議
会
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
最

終
報
告
に
つ
い
て

３
月
15
日

○
南
幌
町
議
会
報
告
懇
談
会
の
ま
と

め
に
つ
い
て

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
つ
い
て

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

委
員
会
活
動

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き
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Ｑ 地域におけるスポーツ振興と
環境整備について

Ａ 現状や課題を共有し
スポーツを楽しむ環境の充実に努めます

加
藤
議
員

　

現
在
、
南
幌
町
は
移
住
定
住

の
政
策
が
実
り
は
じ
め
、
人
口

増
加
と
い
う
希
望
の
光
を
灯
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
若
年
層

が
増
加
し
て
い
る
現
在
、
学
校

教
育
の
ほ
か
に
も
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か

に
元
気
よ
く
育
っ
て
も
ら
う
た

め
に
環
境
づ
く
り
を
整
え
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

我
が
町
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
や
同
好
会
な
ど
は
、
空

知
管
内
は
も
と
よ
り
全
道
、
全

国
で
活
躍
す
る
成
果
を
上
げ
て

お
り
、
他
市
町
村
に
比
べ
て
も

遜
色
の
な
い
素
晴
ら
し
い
人
材

が
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
輝
い
て
い
る
子
ど
も

た
ち
を
、
さ
ら
に
後
押
し
で
き

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と

で
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
る
の
で
は
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
教
育
長
に
質
問
し

ま
す
。

①
今
後
の
南
幌
町
の
ス
ポ
ー
ツ

指
導
に
お
け
る
人
材
不
足
の
問

題
や
課
題
点
、
展
望
に
つ
い
て

は
。

教
育
長

①
新
た
な
指
導
者
の
加
入
も
あ

り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
各
少

年
団
の
指
導
者
の
人
材
不
足
は

無
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

加
藤
議
員

②
学
校
部
活
動
及
び
新
た
な
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
に
関

す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
い
う
も
の
が
ス
ポ
ー
ツ
庁
よ

り
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

に
つ
い
て
、
南
幌
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

教
育
長

②
北
海
道
の
計
画
案
が
示
さ
れ

た
後
、
文
化
活
動
を
含
め
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
や
ス
ポ
ー

ツ
協
会
な
ど
の
関
係
者
に
よ
る

現
状
や
課
題
の
整
理
を
し
な
が

ら
、
生
徒
が
部
活
動
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
運
営
体

制
や
、
練
習
環
境
な
ど
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

加
藤
議
員

③
町
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
用
具

の
更
新
な
ど
を
含
め
た
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
く
考
え
は
。

教
育
長

③
教
育
施
設
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
令
和
５
年
度
に
お
い

て
、
大
規
模
改
修
工
事
を
予
定

し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
、
社
会
体
育
施
設
が

安
全
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
用

具
に
つ
い
て
も
適
宜
更
新
を
行

い
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

加藤真悟 議員

一般質問

議会評価提言者会議を開催議会評価提言者会議を開催

子ども室内遊戯施設「はれっぱ」と子ども室内遊戯施設「はれっぱ」と
大型滑り台建設現場大型滑り台建設現場


